
建災防山梨県支部　オレンジ隊 第５期隊

　気温の高い夏期には熱中症が集中して発生
しています。特に建設業は、屋外作業が多いこ
とから、熱中症による死亡災害が全産業の半数
以上を占めています。

　熱中症を防ぐには、熱中症対策を考えた作業計
画・作業手順を立てることと、なにより、皆様が熱中
症予防に対する十分な認識を持つことです。
　水分・塩分をこまめにとって適度な休憩を心がけ
ましょう！

熱中症予防グッズ！

ご存じですか？

「熱疲はい」
失った水分や塩分を十分
に補給しないことで起こ
る。激しいのどの渇き、疲
労感、尿量の減少さらに
は手足のしびれ。
「熱虚脱」
脳への血流量が減り、血
圧が低下するとめまい、
頭痛、吐き気などを起こ
す。高温に不慣れな人は
失神も。

「熱けいれん」
水やお茶しか飲まなかった
場合、塩分が補給されず
血液中の塩分濃度が薄く
なり、作業中に突然、足、
腕、腹部などに痛みを伴っ
た発作的なけいれんを起
こす。

応急処置！
①飲料補給
②涼しい場所で安静

応急処置！
①飲料補給
②足を高くして手足の
部分をマッサージ

「熱射病（日射病）」
脳の温度の上昇により体温調節
中枢に傷害。
汗が止まり皮膚の乾燥、異常な
体温上昇。おかしな言動や過呼
吸、意識障害、昏睡状態→死亡。

応急処置！
①首、脇の下、足の
付け根をアイスパック
で体温を早く下げる

作業員の健康状
態や気象情報の
チェックも忘れず
に！




